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中間速度H i雲 (intermediate velocity cloud;以下 IVC)は、中高銀緯に存在し、銀河回転に従わない |VLSR| ∼ 20–
100 km/sの天体である。銀河円盤に由来するとも銀河系外に由来するとも言われている IVCの起源を考える上
で、その重元素量は重要な手がかりとなる。我々は、Planck/IRAS による 353GHzのダスト光学的厚み τ353 デー
タ (Planck Collaboration 2014)を使って、ガス-ダスト比から IVCの重元素量を推定する手法を確立した。おお
よその手順は、(1) IVCに隣接する参照領域でH i積分強度WHI-τ353相関関係を得、それを用いて (2) IVC方向
の τ353に対する低速度ガスの寄与 (τ local
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(1)の比較から IVCの重元素量を推定する。この手法を IVC+86−36及びマゼラニックシステムに適用した結果
を報告して来た (Fukui et al. 2018, 早川他 2019年春季年会, 山本他 2019年春季年会)。
本講演では、新たに解析した IVC+135+54−45の重元素量について報告する。中銀緯に存在する IVC+135+54−45

(VLSR = −45 km/s)は、IVArch (−55 km/s)及び−70 km/sガスと空間的速度的に重なって存在する。τ353では
IVC+135+54−45のカウンターパートを確認できるが、後者 2天体についてはは見られない (即ち、重元素量が低
い)。IVC+135+54−45の重元素量は∼ 0.8Zlocalと推定され、IVArch及び−75 km/sガスの重元素量は 0.3Zlocal

を超えない。この結果は、IVCの重元素量が一様では無く、起源が単一で無いことを示している。


